
 

 

第 4 章 総括と課題 

4.1 調査の総括 

調査結果の総括を以下に示す。 

① 調査地域は松本盆地のほぼ中央に位置し、地下水が豊富な地域である。また、犀川、

高瀬川の合流点西の平野部には湧水帯が広がる。湧水はわさび栽培、ニジマス等淡水

魚の養殖などに利用されているほか、地下水は、上水道水源及び工業用水として利用

されている。 

② 地下水位の観測井は穂高 2 箇所、豊科 2 箇所及び堀金 1 箇所の計 5 箇所に設置されて

いる。観測は穂高・豊科の 4 箇所が昭和 60 年 3 月から、堀金が平成 3 年 3 月からそれ

ぞれ始まった。 

③ 地下水位の年間の変動パターンは、すべての観測井でほぼ同様であり、雪解けと降水

及び水田からの涵養により春期に上昇し、夏期に高水位を維持する。秋期に水田の落

水により地下水位は下降に転じ、冬期に低水位を維持し最低水位を記録する。年間の

水位変動幅は、1 号観測井が最も小さく、堀金観測井が最も大きかった。 

④ 年間の変動パターンで 1 号、2 号観測井における年間の水位変動幅が、経年で小さく

なる傾向である。 

⑤ 経年での最低水位に低下傾向は認められず、ほぼ一定に推移している。一方、経年で

の最高水位は 1 号、2 号観測井で低下傾向が認められ、3 号、4 号観測井にも多少の低

下傾向が見られる。堀金観測井の最高水位に低下傾向は認められない。 

⑥ 地下水位は 3 号観測井が最も高く、それより西側の 2 号観測井及び堀金観測井の順に

低くなっている。北側の 1 号観測井及び南側の 4 号観測井は比較的水位が高く、水位

標高に換算すると、3 号、2 号、1 号、4 号、堀金の順に高くなり、地下水位の勾配は

3 号観測井の方向に北・西・南から傾斜しているものと判断される。 

⑦ 3 号観測井北側の「憩いの池」が昭和 63 年 2～3 月及び平成 18 年 1～3 月に枯渇した。

この際、3 号観測井の地下水位も低い値を示し、下降期の降水量の少ないことが主な

原因と考えられる。 

 

4.2 今後の課題 

地下水位の観測は平成 17 年度で 21 年間継続されてきたが、この観測データは二度と観測

することができない貴重なデータである。また、農林水産省関東農政局で実施している浅層

地下水に関する観測データも、ほぼ同程度の期間について実施されて、こちらも貴重なデー

タである。今後、本地域の地下水位がどのように、また、どの程度の期間で変動していくの

かは、自然環境の変化や社会的、経済的状況の変化などにもより、現段階では予測できない。

そのためにも「観測を継続すること」が重要であるものと思われ、さらに地下水位のみなら

ず、比較的安定的と言われる「水質」についても監視していくことが望ましいと思われる。 

また、前述のとおり地下水位の上昇幅が以前より小さくなっている地域が見られ、地下水

及び表流水を取り巻く環境の変化が、ゆっくりと進んでいるものと判断される。従って、本

調査により得られたデータを広く公開し、「地下水の大切さ」を再確認するとともに、総合的

な水文調査や研究を進める必要がある。また、地下水の保全・活用・涵養のあり方を探り、

地下水資源利用の適正化に努めながら、安曇野地域の水資源と自然環境をより良い状態で次

世代に引き継ぐための対応が重要である。 
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